
研究成 果情報 園 芸 ２９ 果樹 育種

新技術・ 情報 名 ぶどうの突然変異誘発のための 分類 ③
薬剤処理技術

1．成果の内容

１)技術、情報の内容及び特徴

突然変異を誘発する２種類の薬剤（ﾒﾁﾙﾆﾄﾛｿｳﾚｱ二MNU、アシ.化ナI､ﾘｳﾑ）の

処理方法を検討し、新しい知見を得た。

（１）ＭＮＵ処理による変異誘発は、濃度では１０，Ｍ以下、処理時間は

２０分以下で検討する必要がある。

（２）大麦の種子処理で、アジ化ナトリウム処理の効果が高いｐＨ８．０の蒸

留水中では、ぶどうの賊芽は生存することが不可能である。

（３）ぶどうの賊芽は、アジイヒナ･トリウム無添加のＰＨ３．８の蒸留水中では

生存率は５０％であるが、ＭＳ培地を用いると、ｐＨの低い条件下の生

存率は向上する。

2)技術一情報の適用効果

embryogeniccallusによる再分化系に応用すると、細胞選抜による耐

病性品種育成が可能になる。

台木品種では倭性品種を効率的に育成することができる。

3)適用範囲

国、 県 、 民 間 等 の ぶ ど う 育種場所

4)成果の利活用・普及指導上の留意点

ＭＮＵは危険物質なので取り扱いに注意する。
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ぶどう破芽の耐酸性度（平成２年）

表lぶどうのＭＮＵ（10,M）処理時間が賊芽
の生育に及ぼす影響(処理３３日後)(昭和62年）
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2．具体的データ

処理時生育発育謁理
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表２アジ化ナトリウム処理後の生存率（平成元年）
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：細胞工学的手法による施設ぶどう育種の効率化
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3．その他特記事項

０ ５
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注）１．（）内はＭＳ培地における２４時間処理後のｐＨ
２．数値は１０個体処理中の生存個体数
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